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蒋
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潟
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菅
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植
、
入
「
ふ
と
γ
〕
芝
豹
末
L
ヰ

4
L
た
D

y

l

、め
仏
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こ
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寸
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丁
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町
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よ
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一
万
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す
ま
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介
、
坊
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お
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マ
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市
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、
境
衛
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潟
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古
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潟
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＼
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／
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台
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台
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潟
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／
＼
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。
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潮
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台
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仁
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＼
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＼
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仰
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、
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／
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－
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＼
＼
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伶
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岡
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＼
＼
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滞
持
ー
に
本
く
「
に
い
は
。
一
森
田

yk戒
心
号
。

今
回
、
離
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、
一
ろ
で
約
二
十
句
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。
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潟
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れ
る
も
の
で
、
一
た
が
、
研
興
会
の
人
た
ち
は
「
ま
た
一
一
換
が
た
く
さ
ん
発
生
す
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岸
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ぶ
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潟
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潟
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岡
ふ
り
繰
り
F
A
L
で
す
。
あ
た
か
在
、

モ
ー
タ
ー
の
回
転
や
仁
川
職
の
封
動
如
マ
ぞ
の
。

I I J=Ji域

1
1
3め
っ
ち
で
一
つ
、
別
ふ
時
に
、
ス
ご
フ
せ
ノ
プ
ウ
γν

。

単
i
u
紋
貯
変
化
、
、
変
ル
ヘ
即
半
氏
。
め
か

3
？

3t{ 

に，t＇、一

クリー

－ア

L
℃
敬
映
の

。し）し jですよ

十
の
知
じ
／
て

q
R川
目
（
水
）
・

日
ふ
テ

卜をづなく、、予史Lーで、す。

し
い
L

⑦
印
時
半
。

厘1,乃x健亮 l二

「

得、
λ

殺
i

川
キ
＼
く
ワ
イ

L 
向
く
γ
」
こ
ち
に
よ

3
Y」
、
。
生
き

か
け
。
あ
3
り
は
ゲ
台
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と
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岨
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ヒ
ザ
の
一
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、
／々
コ
ウ
A
A
末
始
め
た
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こ
之
、
（
〈
／今
ノ同
門
、
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に
行
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た

時
や
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つ
り
た
時
忍
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ヒ
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ヒ
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す
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汐
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国
く
ぷ
〉
「

L
Vに。

潟
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滑
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時
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。
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＼
局
い
り
き
り

マ
ワ
イ
い
し
は

mw
月
4
l
日
（
金
）

山
隣
J
4
T
の
肉

を
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潟
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＼〉
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／
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．
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。
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古
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｜
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仏
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＼
仏
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潟
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潟
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鉱
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。
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仏
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湾
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に
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菅
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潟
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＼
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れ
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。
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ー
さ
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す
1
1
1
0

十
め
の
う
、
て
ノ
L

よ
フ
〉
』
。
亡
、
フ
L

「L

さ

み
、
花
ー
に
六
十
配
布
、
で
た
り
Y

」
足
ヲ
マ
ま
L
た
の

で
l

i

i

o

l

l

I

－

τ
jl
v
で
l

L

ょ
う
や
JL
。

十め
3
ムザ
h
A
V

で
、
一
寸
潟
の
、
弓
L
を
し
て
／
＼
A

X
鶏
へ
ま
れ
、
之
涛
向
な
の
し
売
之
h
件
、
え
た

魚
k
、rー
の
人
口
、
一
川
一
夜
、
宝
に
ヘ
ハ
『／
「
、
来
寸
、

不
治
め
払
V

」
日
々
明
り
、
若
く
l
「k
t

て
く

A
フ
十
に
歎

3
1同
4
4
の討均一＋
ζ
l
k

た
り

1
l「

L

後
日
叉
、
ム
フ
、
夜
は
、
微
か
ヱ

J

侠

の
時
よ
か
い
』
勺
ノ
生
沼
万
魚
に
わ
た
そ
冷
涼

ぷ
マ
フ
た
ど
ー
の
土
人
生
〉
」
＋
介
入
え
り
l

＼
夫
。

彼
は
、
谷
当
午
干
潟
、
冶
m
へ
一
り
色
G
’か
牛
八
砕

き
で
あ
っ
た
。
冷
た
り
大
風
の
吹
く
盲
六
然
、

でが」、

ψ
へ
天
内
吉
夫
ア
百
三
じ
芝
、
失
牛
一
に
古
T

イ
ス
土
地
ぺ
L
て
を
い
フ
フ
マ
来
マ
、

υ
づ
ま
寸

T
L
知
臥
密
冗
l
L
「

L

いった
P

微
生
己
f
A怖
Y
＼
支
八
句
。
行
く
4
犬
、
品
川
ラ

スだ
oyA爪
は
、
険
々
に
、
全
／斗
パ
に
行
で
夜
ん

で
川
く
ぎ
の
？
亮
フ
た
。
歩
く
と
ピ
ば
勿
弘
明
、

空
宇
一
応
鍵
を
埠
句
作
す
3
と
〉
」
芝
、
づ
り
に
は
、

A
のぺ
l
u／＋としめく

3
ご
V

」
さ
。
は
マ
は
、
す
づ
主

殺
け
「
L

U
光
一
阜
の
ス
ケ
ザ
，
，

A

？
の
為
の
＼
Y
（
の
斜
等
ザ

左
す
い
フ
特
す
、
寝
3
カ
4
1
？
お
妹
、
く
石
つ
寸
り
っ
た
。

以
混
入
に
曾
初
左
持
ん
〉
」
す

τ殺
は
、
突
の
d
ル

ヴ
り
た
日
々
、
鉛
包
千
＋
と
口
に
く
ら
む
て
荷
キ
、

殺
け
た
。

ゑ
士
見
3
為
、
百
T

イ
ス
で
白
山
一
ん
や
大
洛
首
～

に
v
と
行
っ
た
。

L
か
し
、
谷
津
干
潟
今
一
z
省

幹
ち
で
ち
フ
走
。
微
は
、
干
潟
め
南
側
、
埋
あ

主
可
処
伽
聞
に
、
旬
、
耳
慣
習
に
／
＼
行
き
た
り
X

4

－5

「
υ
た
。
か
、
交
の
士
人
4
ユ
ホ
り

A
W
4
μ

、
道
路

ぷ
で
か
、
ヰ
一
日
＼
ず
、
ν
今
、
パ
爪
は
づ
り
に
南
穴
羽
択
し
る
弥

J

づ
た
。
「
」
ぽ
く
は
、
色
お
に
る
り
た
り

p
yう
す

爪
阿
川
、
綜
守
本
所
に
議
ん
で
い
り
け
玄
め
に
l

ーじ。

、
突
、
で
の
中
、
威
川
瞥
ん
を
押
さ
石
く
る
リ
、
冷
、

ナ
に
く
る
フ
寸
心
マ
ザ
手
足
？
存
在
士
悠
す
い
「
ノ
ぬ

い
忍
く
ぷ
ヲ
マ
吹
は
、
干
の
目
で
干
潟
〉
」
漂

リ
ゑ
、
対
今
中
－

E
4と日
λ

づめ
3
h
h
h

ワ
竹
内
っ
た
。

寸
志
な
で
ん
、
A
人
生
、
守
く
は
、
何
X
Aソ
L
「L

Z
hり
必
浮
斗
、
潟
土
衿
l

＼
千
円
。
。
ど
う
や
っ
た

に
ノ
庁
く
は
朱
来
す
の
介
J
I
l
l
a

一
失
ん
た
ゥ
マ
、

回
以
く
は
、
ι
め
の
せ
か

J

、
う
、
ぶ
逮
斗
潟
斗
レ
ノ
」
同
－
ん
づ
吋
ノ

け
て
り

3
今
月
ノ
ゐ
l

i

l

L

O

半
め
の
時
の
、
与
の
古
寸
イ
ス
め
土
岡
4
4
Y」
、
女
め
人

か
そ
う
だ
っ
た
の
か
J
q

仏
ず
〉
」
し
民
間
平
に
ふ
て
み
を

か
け
「
L

り
た
フ
け
。
時
ゑ
ノた
す
芝
、
ね
口
、
プ
ミ
＼

の
A
Y」
闘
フ
可
り
た
時
か
。
二
人
の
目
首
マ
日
々
。

、・・死後、

知
rJ
ふ
か
フ
た
1

l

l

o

v

j

フ
歩
、
L
紙
芝
の
か
ゲ
る
り
加
の
Y
」こ

τノ
で
さ
う
一
づ
の
決
パ
吹
か
宇
め
っ
た
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。＼

ん
む、

寸

づ
↓
ま
り
、
そ
の
う
、
ぞ
う
生

活
忍
人
で
斗
う
よ
ヤ
ス

l
し

み
ふ
マ
ん
、
そ
う
足
り
ま
せ
ん
ず
つ

l
ο

旬
か
つ
て
、
い
フ
ざ
、
ほ
い
う
あ
、
私
達
～
み

人
ぷ
が
？
コ
マ
り
Y
ご
L
X
が。

ν
t
A
は

V
Jフ
エ
、

会

員

の

盗

殺

、

本
手
さ
明
り
ま
I
7に

お
J
A
W

で
γ
〕
う
ご
ヤ
り
ま
↓
司
ノ

ゥ
外
。
津
干
潟
は
わ
、

右
岸
～
の
ぎ
の
い
仏
ん
だ
々

V
T
仏
引
を
、
と
の
山
内
X
よ
一
一
口
十
ど
、
地
元
谷

漆
の
子
供
達
豆
町
で
、
は
っ
き
リ
γ
」、停

と
き
ロ

υ
た
か
フ
た
の
で
＋
め

3
0

〈付
ア
ホ

U
5
ぎ
う
、
ハ
、
一
九
牛
寸
前
、
り
つ
之
は

ぷ

L
に
1

川
で
検
コ
「
k

り
た
と
Y

】
が
、
マ
の

芯
や
ノ
か
内
J

る
つ
丈
へ
の
で
あ

J

マ0
0

十
五
二
十
回
、
γι
，
L
L
マ
ヌ
士
一
周
寸
外
日

Y

」
、
布
、
亙
ぶ
涼
小
学
検
囚
牛
生
の

検
業
に
、
コ
ミ
＼
ユ
－
Z
ノ
ィ
か
J

ス
ト

X
L

7
＼
本
加

l
、
、
誌
を
～
＼
＼
で
コ
同
ハ
り
た
。
四

年
生
三
ク
ラ
ス
の
金
詐
に

D

生
件
吹
の
印
刷
’
A
X
V
L
の
テ
ー
マ
は
、

J
八
怯

主
ー
務
局
0
4円
4
・りつ
O
勺
6

b

l
村
淑
フ
十

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
仰
一
主

q・

ヘノ
L

一－
a

勺ム

〒

m
習
志
野
市
谷
津
一一
寸
下
七
鵬
沼

E
U行
ヰ

一

リ

電
話

0
・
四
七
四
l
m
l
五
O
四
四
苦
ハ
一
リ
刊

！
？
実
森
田
三
郎
会
一
念
附

ド
ホ

＋

ι
 

土／片手
一は
事
故
ユ
ケ
か
か
る
く
フ
マ
、
河
叩

よ
合
ヨ
に
＼
－
良
か
コ
た
で
す
む
。
↓
冷
林
田
は
り
っ
さ
、
潟

C
ん
る
は
吋
に
さ

I
A
R
L

ご
270

一軒

A
A
止
A
3
人
か
、
ム
ム
釆
マ
o

ミ
γ
〕中ど、
A
A
立
小

3
時
一
糾

に
や
っ
マ
ピ
守
、
ま
l
＼
土
、
フ
。
去
す
ぺ
h
A
た

y
mり
よ
一
ふ

り
さ
表
わ
す
ぞ
勺
七
亡
、
ム
マ

1
7リ
左
手
、
入
ゴ
ご
一
川

v？
を
‘
仏
問
、
フ
t
リど、一川、「ん

3
ミ
〉
」
を
、
作
UJ爪
犬
一
九

ぞ
の
h

よ
り
を
－
作
り
A
A
す
が
’
」
の
を
、
価
値
上
り
さ
一
心

価
値
あ
グ
L
七
玄
ぎ
の
を
大
切
に
L
eょ

う

。

一

れ一hu

あ
の
シ
、
ν
デ
レ
ラ
程
物
語
の
、
作
ピ
ノ
バ
爪
た
馬
車
一
矢一K〕

？
対
ラ
ス
の
ノ
鞍
上
－
Y
芝
、
え
も
と
係
っ
た
寸
資
法
、
一
沙

の
拾
し
を
－
作
り
、
言
寸
l

＼
大
切
に
し
ま
1
l
L
t

う
に
店

、
ぜ
そ
ん
や
仏
に
、
谷
津
干
潟
も
ど
守
り
た
り
の
か
つ
じ
一
げ

Y

」
リ
、
っ
こ
ど
マ
＋
め

J

フ

た

。

一

下

校
長
4
大
生
、
致
、
買
委
員
三
パ
、
何
殺
の
＆
人
生
、
万
一

μ

さ
開
り
つ
、
く

A
た
。
剖
町
内
L
の
M

旬、失’
Q
X
A
A
マ
百
貨
て
ど

尚
に
、
時
的
か
無
く
て
ム
ん
と

A
忍
か
っ
た
。
一
ぽ一E

X’

一
キ
レ

酬
M
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E劃
町
一
の

劃
掴
棚
掴
闇
掴
一
味

轟
購
櫨
醗
鰯
関
側
一
例

聞
悶
抑
晶
君

a圃
雪
隠
一
色

ぽ
隊
J

氏
、5
m
a
r一一
＼
一
方

・頃UF邑
玄
一一得

ふ
晶
司
』
園
川

－
r－て
町

一の

d
寸
・1A
蹴
勝
一社

n
i
a例
前

年一

44

m

z

id－－
1

4

健ろの論川の円
口

;r3SS号

可
t』
1．．

 、aEEa
・．
 

f
h
u
 

切

E
U

A
切
l

この像、突にニ十ノ＼-4-1及、りに、生失（こ

）~って教宝で、給食を食々ました。

機
会
左
手
え
て
く
A
た
ふ
ん
生
、
万
に
々
、
前
L
ま
す
。
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キミ＼

A
作
い
り
に
〈
民
3

た
か
に
ノ
サ
ふ

た
く
で
む
の
ヤ
い
カ
リ
か
、
庁
、
ν
の
ミ
ミ

を
ふ
恒
K

ぺ
寸
り
た
。

iLは
東
火
路
町
ノ
久
口
、
’
湾
岸
直

フ、

下
り
干
潟
？
す
。

人
フ
ヘ
無
数
の
あ
い
つ

P

マ0
3
点、

t
h
T丸
ト
吹
く
清
国
付

L
t
U
3。

中
火
、
街
Y＼
か
い
う
秒
営
〈
ヘ
V】

am行
す
～
ぐ

0

・中、

ヤ
い
カ
リ
か
ず
り
入
力
協
1

、
え
ま
L

た
。
ど
（

ミ
ホ
勺
水
の
由
ー
で
、
カ
モ
メ
に
泊
代
小
た
川
、
レ
の

＼
と
と
＼

2
、
ご

γ
l
ぐ

＼

合

、

勺

一

（

’

り

之

の

で

す

汁

フ

レ

ス

コ

画

「

谷

津

干

潟

」

が

完

成

鷺
沼
の
岡
崎
さ
ん
宅
玄
関
に

り

7
ん
ぷ
八
か
、
い
て
J

ん
忍
形
X
所
？
、
ゑ

ヰ
午
干
潟

2
く
い
7
1、のゆ
T
に
〉
」
リ
入

A
t

く－
A
7
0
〉
」
、
川
叫
ん
Y
〕
に
い
り
り
で
す
J
b
。

岡
崎
す
ん
は
、
ク
リ
1
1
レ
作
仇
刊
の
央
ロ
九
時
、

協
力

l
T
く
爪
ま
L
た
。
止
さ
、
是
非
芹

回
入

L
に
行
か
で
づ
L

頂
キ
す
ま
す
。

ちゃ、急－
w

ゑ
津
十
、
必
仰
向
ノ
ピ
（
附
仙
の
、
湾
ム
存

道
路
の
色
町
介
、
蔦
ー
が
ふ
A
来

に

3
3
ハ
牟
。
木
f－L
か
ん
い
リ
川
小
、
育
ち

森林 1）生の

土
a
t
l
L
t
～。

1
4
1
で

十
一
同
に
は
点
本

、
勺
牛
ど
保
、
苓

L
ま
L
た。

J
G
f
J
しのノ

割
刊
日
し

小
町
・
l
e
M

／て

地
に
飛
来
し
、
干
潟
に
姿
を
見
せ
た

の
は
十
一
月
四
日
か
ら
。
毎
日
朝
九

時
ご
ろ
飛
ん
で
来
て
、
夕
方
四
時
ご

ろ
幕
張
に
帰
っ
て
い
く
。
日
中
は
真

『
つ
自
の
ユ
リ
カ
モ
メ
二
千
羽
の
中
に

真
っ
黒
の
コ
ク
チ
ョ
ワ
一
一
仰
が
混
じ

っ
て
エ
サ
を
つ
い
ば
ん
で
い
る
が
、

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
別
れ
を
告
げ
て
一

い
る
の
か
「
ク
エ
ッ
1
、
ク
エ
ッ
1
」
－

と
鳴
き
、
羽
結
い
と
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
房
量
え
て
か
ら
豪
快
に
飛
び

立
つ
。
見
学
者
の
頭
上
を
低
く
飛
ぶ

こ
と
も
あ
り
、
迫
力
あ
る
飛
行
が
話

題
房
拝
ん
で
い
る
。

人
馴
れ
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
野

性
の
烏
で
は
亨
＼
ど
こ
か
で
飼
わ

れ
て
い
た
の
で
は
・・
・
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。

さ
う
時
四
・
じ
ノ

ぷ
く
ふ
フ
マ

L
ミいリ
4

ま
し

ム

A
Y
L
F
緑
柄
拘
υ
大
都
八
勺
白
穴

の
ぷ

3
木
子
し
広

JZ
ず
り
か
1
4

森
林
に

続二片にl工、

す
七
色
仰
の
幼
女
方
自
人

5
h
マd

ょう

に
ふ
り

t
l、た。

た
。
ね
ま
の

に
忍
づ
け
可

L
T川
、

の
で
斗

7
。

州
似
緊
舎
が
公
来
た
い

h
f
J

、、甲
j

サ
で
ん
の
上
う
A
、
一
パ
に
、
守
一
凪
を
孟
り
て
ど
し
「
フ
り
た
り
。

め
士
口
婚
で
ん
か
ト
－
7
り
が
／
、
ど
を
9

十
二

R
に
は
会
員
の
ム
ロ
で
ん
か
フ
ク
ロ

コ
ク
チ
ョ
ウ
が
一
羽
、
谷
偉
干
潟
一
黒
い
羽
に
赤
い
く
ち
ば
し
の
コ
ク

－
に
飛
来
し
、
の
ど
か
に
エ
サ
を
つ
い
一
チ
ョ
ウ
は
体
長
約
一
・
一
一
M
。
飛
行

．一
は
む
盗
や
翼
ぞ
広
げ
て
飛
ぶ
雄
獲
が
一
中
は
真
っ
白
な
羽
の
先
が
広
が
り
、

一
干
潟
を
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
一
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
。

て
い
る
。

・

一
こ
と
し
の
夏
、
幕
張
の
埋
め
立
て

ご
の
コ
々
ノ
斗
J

ヨ、ヮ、

八
戸
フ
で
は
＋
q
j

っ
か
干
潟

部
械
を
同
λ
Z
Y
、
鳴
き
ふ

が
じ
ノ
え
ブ
川
て
来
マ
d

"Jt 

！」 7ミ。ウ、ゐれ1弱ってりた。守脇ざんす、 1の日は介柁して＜ff¥、翌回行使、に届！？に行フ l《れまムロざんのフクロ

「
フ
レ
ス
コ
困
は
い
つ
ま
で
も
色
一
動
物
が
大
好
き
な
四
人
家
族
の
岡

彩
が
鮮
明
で
退
色
し
ま
せ
ん
。
上
塗
一
崎
さ
ん
宅
に
は
犬
や
猫
が
八
匹
同

り
に
顔
棋
を
混
ぜ
て
あ
る
の
で
半
年
一
居
。
玄
関
の
水
鳥
十
五
羽
も
加
わ
っ

位
す
る
と
顔
斜
が
浮
き
出
て
、
探
み
一
て
ま
す
ま
主
眼
や
か
で
楽
し
い
家
庭

の
あ
る
皇
国
い
に
な
る
の
も
楽
し
み
一
に
な
る
こ
と
だ
る
つ
。

で
す
。
慶
一
そ
の
も
の
が
生
活
の
一
部
－
フ
レ
ス
コ
固
希
望
者
は
宇
井
さ
ん

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
i
」
と
宇
井
さ
一
（
電
話
七
五
！
六
九
＝
一
O
）
ま
で
聞
い

f
f
も
左
官
や
さ
ん
か
る
習
い
、
こ
れ
ま
一
ん
は
に
こ
や
か
に
話
す
。
一
合
わ
せ
を
1

一
臨
ん
で
に
四
作
を
完
属
。
自
宅
の
他
に
三
「
川
l

一
＃
さ
一
上
文
一
市
長
宅
に
は
「
四
季
の
花
と
一
？
l

君
主
風
景
」
を
、
悪
野
高
校
玄
関
に
は
大
一

一
立
ノ
一
作
「
牛
」
を
生
徒
と
共
に
製
作
し
た
。
一

一
に
向
一
岡
崎
さ
ん
は
谷
津
干
潟
の
近
く
に
一

－

前

向

一

一

一
の
と
一
住
ん
で
い
た
が
一
年
半
前
、
鷺
沼
に
一

指
空
転
居
。
移
住
ん
だ
き
玄
関
壁
の
一

・：
’（

－

一

一
応
ん
一
改
装
を
ノ
ブ
子
夫
人
の
友
人
で
あ
る
一

一
、
守
一
字
弁
さ
ん
に
も
ち
か
け
、
テ
ー
マ
に
一

’
：
ニ
ー一

懐
し
い
谷
津
干
潟
を
選
ん
だ
。
一

鷺
沼
二
丁
目
の
岡
崎
隆
ニ
さ
ん
宅
一
と
は
古
代
ロ
1
マ
壁
画
の
代
表
的
手
一
古
い
壁
の
削
り
溶
と
し
か
ら
始
ま
一

玄
関
に
フ
レ
ス
コ
固
「
谷
津
干
潟
」
が
一
法
で
、
し
つ
く
い
壁
面
が
生
乾
き
の
一
り
完
成
ま
で
の
一
カ
月
は
、
し
つ
く
一

完
成
し
た
。
壁
面
に
は
十
五
羽
の
一
芸
員
撃
を
溶
解
し
て
彩
色
一
い
壁
の
下
塗
り
、
室
り
、
上
塗

2
一

水
烏
が
舞
い
、
訪
問
答
に
ぬ
く
も
り
す
る
画
法
。
若
い
頃
か
ら
絵
に
興
味
一
ね
じ
り
は
歪
蓄
の
重
労
働
。
絵
は
一

と
詩
情
を
同
閉
じ
さ
せ
て
好
評
だ
。
一
を
も
ち
、
自
ら
も
絵
筆
を
還
っ
て
い
一
一
監
が
首
相
く
ま
で
の
数
時
間
が
勝
負
と
一

二
乙
の
プ
レ
ス
コ
固
を
描
い
た
の
は
一
た
宇
井
さ
ん
は
フ
レ
ス
コ
函
の
東
洋
一
あ
っ
て
か
な
り
の
集
中
力
を
必
要
一

一
東
習
志
野
の
字
井
由
美
子
さ
ん
。
夫
一
的
な
皇
ロ
い
、
落
ち
着
晶
口
、
深
み
に
魅
一
と
し
た
。
一

」
の
転
勤
で
二
年
間
イ
タ
リ
ア
生
活
を
一
せ
ら
れ
、
帰
国
後
主
語
東
京
芸
大
一
「
飯
初
は
ち
ょ
っ
と
不
安
で
し
た
一

一
お
く
つ
た
字
井
さ
ん
は
七
年
前
、
ス
一
大
学
院
講
師
だ
っ
た
丹
羽
洋
介
先
一
が
、
習
高
の
『
牛
』
を
見
て
安
心
し
て
一

一
ピ
ア
湖
近
く
の
礼
拝
堂
で
初
め
て
フ
一
生
の
集
中
務
茸
酬
を
受
講
し
た
。
持
ち
一
お
任
せ
し
ま
し
た
。
満
足
し
て
い
ま
一

ニ
レ
ス
コ
固
に
出
会
っ
た
。
フ
レ
ス
コ
一
前
の
研
究
熱
心
さ
で
壁
塗
り
の
技
術
一
す
」
と
喜
ぶ
ノ
ブ
子
さ
ん
。
－

e
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－・4
－＝・
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司！玄校手触 It、方、
風史ヲ
令弓 30
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＼勾企

£ ~品
「 ヂホ 2

ーで、 @ (. 

ある E
3 来

力
一
そ
ぶ
い
し
は
係
ん
で
注

wリ
マ
、
川
フ
て

L
まつ

だ

E
の
で
あ

3
。

L
小
L
八円ア
は、
七議
小
物
Y

フ
マ
さ
カ
モ
ゾ〈廿
Y

ぷ

υ

カ
モ
群
小
っ
て
や
っ
7
、
末
、
30
ュ
牟
訴
は
、
八

汐
匂

J

り
と
田
ー
マ
釆
ぷ
か
っ
た
が
、
相
次
危
は
全

く
そ
ん
ふ
こ
と
は
ふ
く
ふ
っ

た
。
牛
久
牛
の
円
三

月
、
あ
め
て
管
ん
る
の
ゾ一
町
下
、
護
ム
与
の

げ
、
レ
を
会
え
に
来

3
ょ
、
フ
に
ぷ
リ
、
次
に

平
均
に
、

v
t
Lつ
＼

A
7
4
は
更
に
ユ
リ
カ
’モ

メ
臥
、
州
、
レ
ペ
ナ
の
上
初
v
活
～
路
ま
下
来
三
よ

う
に
ぷ
っ
た
。
又
、
ー
カ
モ
メ
砂
防
マ
人
L

の

加
す
ヤ
バ
小
ま
す
よ

ム
マ
ん
／
’

iコ

幕
内
け
は
月
は
日
の
こ

X
。
校
時
的
干
潟
で

潟
ス
キ
ー
サ
、
L
ノ
上
フ
寸
＼
回
当
リ
町
、R
いリ草
ー

志ト
コ
で

休
ん
γ
い
た
。

す
Z
X
、
白
う
す
い
コ
ム
ロ
マ
ん
が
／包
転
車

？
？
フ
寸
手
小
た
。
ー
や
A
、
こ
ん
に
ぢ
わ
あ
し
〉
白

血
企
一
己
フ
た

P

自
転
車
工
止
め
て
ム
ロ
マ
ん
、

荷
台
を
持
l
i必
ず
、
フ
、

J
成
田
で
ん
、
突
は

ね
は
今
日
は
わ
、
食
品
川
の
川
パ
イ
？
に
称
斡

し
に
来
た
ん
で
す
に
あ
の
匙
歩
追
の
Y
Wゅ

の
干
潟
町
中
に
捨
て
い
コ
パ
爪
寸
り

3
ヤ
ツ
き
わ

ーか

つ
マ
本
臓
で
し
マ
市
l
l
l
L
X
、
山
口
ざ
ん
。

会lj 主
l ~~4. I '2. . CJ 

谷

津

干

潟

愛

護

研

究

会

伽

／
一
五

空
白
市
存
洋
三
1
二
五
l
十
一

J

言

。
同
七
四
！
日
｜
五
O
四
伊
一
勢

大

実

森

田｝一
一、時

一会

η，l
 

l
 

吋

1
』
1
1
E

F
’hν
 

門

xυ
円
切
l

－’ 

ね
川
ヒ
サ
引
キ
で
上
町
て
や
ス
J

う
V
＼
一
人
で
緋
’
仇
刊

す
3
ん
で
す
よ
し
。
更
に
、
寸
ク
リ
！
心
待
円
内
野
山
に

会
中
可
加

L
寸
ー
外
来
、
北
欧
先
ノ

γ
局マ

d

年
に
、
見
本
。

とのメ、＼ ）っさ一人でマイヘ。ース。

いヘ
J

い
ご
フ
ゃ

っ
「L
や
ウ
づ
け
マ
ゃ

τノ
、つ
ず
〉
」半
々
、
ス
「
し

た
人
？
斗
7
k
l七
人
だ
す
ハ
「
ノ
私
は
わ
、
ア
レ
ιと

や
っ
つ
け
づ
し

L
王
、
め
ぷ
リ

x
安
tu－

L
マ
正
月

もと
児
、
入
い
う
ぷ
ハ
リ
ん
で
す
よ
、
え
、
九
月
め
で
今
日

は

ち
ゃ
ん

x
rー
の
用
、古河ぬと

治
λ

崎

？
t
A
た
ん
で

す
ト
ヘ

f
A
1
牛
、
寄
り
に
必
っ
ち
ゃ
、
フ
X
、
こ
ん

石
つ
ま
ん
石
川
こ
V
」
舟
υ

泳
木

L
h勺
ぶ
ん
か
ゐ
、入ーー

ー
し
と
。

教
で
行
っ
て
み

τ

替
わ
，
た
。
二
本
町
丸
太
め

支
柱
、
ゆ
／
プ
ル
の
滑
車
、

f

ー
マ
支
柱
に
は
へ
「
広
川町
b
l
ア
か

寝
コマ
4
h
よヘ的
ノ了
め
て
σ
。
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寸

ι
め
泊
、
っ
、
ゐ
、ス

君
た
て
ら
、
そ
の
い
」

人
ぐ
り
、
ご
と
で
拾
っ
マ
せ
た
の
此
つ
，L
。

両
手
γ
」
村
山
ケ
り
卜
、
T
L
一
（
子
供
用
の

弁
当
箱
に
川
フ
ザ
川
の
ど
ん
ぐ
り
を
入
れ

た
、
司
会
り
之
Jγ
」

汁

x
mつ
手
の
」
D
人
の
付
ノ
ル
！
ア

は
、
「
う
ん
、
も
め
す
と
め
ほ
い
う
よ
く
よ
l

潟
の
も

と
う
に
あ

3
4小
の
祈
で
老
コ
た
の
L

V」ム一－口

づ
て
次
に
ど
ん
ぐ
り
を
国
人
で
て
く
ホ
た
o

vT
こ
は
、
湾
ム
汗
ー
道
路
冷
り
の
お
派
内
帯
。

ー
あ
ろ
ん
私
法
立
は
、
ゆ
i

フ
マ
ぎ
た
人
た
ぶ
ぁ
ー
l

l

。

そ
人
手
、B
人
広
川
か
こ
み
上
川
リ
て
す
た
ひ

と
時

で

L
た
。
会
ロ
同
八
の
替
で
ん
、
ム
フ
ま
で

り
ヲ
ん
ぶ
事

γ
、
命
門
、
夜
以
亡
、
（
う
川
、
っ
－時

ず
あ
り
ま
L
た
が
、
ご
仏
、
を
、
イ
の
ゆ
す
の
一
万

当
時
、
道
路
公
団
の
人
が
、
主
w

の
為
に
宙
へ
の

る
ゴ
ホ
↓
ど
、
三
一
一
口
つ
マ
植
え
て
く
れ
た
れ
れ

ど
ぎ
、
今
、
子
供
津～
の
為
に
さ
ぶ
っ
マ
しり
3
。

寸
い
し
人
ぐ
り
拾
り
か
l

l

l

、
そ
片
ノ
尾
川
り
ψ
広
J
L
。

11 

A
r
っ
マ
川

3
の
は
、
干
潟
の

す
ぐ
マ
町
内
校
連
？
団
怜
ハ
に

お
住
ま
り
め
大
竹
÷
＼
＼
ん
一
段

年
一
回
発
行
の
、
わ
伏
枚
み

人
志
で
作

3
ん
で
す
っ
マ
。

〉マ
（
寸
、
親
類
や
夜
、
人
に
配

7
s
v」
め
と
γ
」0

い
り
で
斗
？
ね
。

谷
連
寸
干
潟
γ
」
り
上
け
つ
に
く

か
マ
、
う
A
m．
－
L
リ
ぷ
為
。

ふ
パ
店
主
ノ
舵
甲
府

ω牛
1
尺
寸
l

臼

の 11＂り。主字
、、

す1ニます 15''矢b勺マ の

ク
リ
ー
ル
作
較
を
L
T
しり

3

谷、う幸三丁目の対i で、は、プ7 ニ！立法戸？を朱り危う〉 、~ はうまでトリ l込んで支したよ D

と
、
白
人
に
ざ
ま
ず
ま
在
光
景
を
、

干
潟
の
再
り
械
を
固
に
L
ま
す
。

漸
ヴ
潟
大
ノマ
来
て
、
誇
ヘ
ム
存
の

す
ぐ
下
ま
で
で
ま
フ
マ
、
い
り
ま

L
た。

た
た
一
タ
所
か
マ
ご
た
つ
て
り
す
所

で
ふ

と
日
んマ
d

と
、
左
京
、
そ
こ
り
い
つ

い
」
ゆ
、
つ
で
り
つ
で
り
に
、
首
寸
ト
ヘ
大
え

っ

て
U
3
の
で
L
た
。
又
、議ヘ
ム
与
の
厄

に

E
u次
木
に
芝
、
市

l

一y
u／
／

＼

V」
O

I
l
i－－
’

劃
訓叫
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ま
4

ゆ
り
の
大
人
は
、
議
ぷ
C

法
、
支
L
ふ
り
o

y
！
の
事
秋
に
行
フ
マ
、
岐
L
－
公
す
ご
X
K
Lを
し
た
。

干
潟
に
り
て
d

ニ
羽
の
ユ
ク
チ
ョ
ウ
の
名

尚
川
で
斗
4

ノ
。
寸
コ
サ
コ
し
は
斗
？
で
日

υ
玄
ぎ

の
ヘ
オ
ス
〉

0

「
ク
ロ
し
は
偽
へか
、
う
来
た

芝

町

ノ
（
J

〈
ス
）
。
寸
ク
ロ
L

は
寸
コ
、
ソ
コ
し
ょ

リ
、
小
ノ
L
体
刑
J
A
守
、
り
。

寸
コ
ャ
コ
し
は
、
去
、
年
の
へ
同
に
古
布
一
段

の
埋
め
、
豆
一
（
対
句
史
に
ゆ
安
を
現
わ
し
、

ど
1
｛
寸
L

谷
津
干
潟
三
随
リ
殆
め
、
づ
り

に
干
潟
に
居
づ
リ
マ
｜
＼
ま
っ
た
。
寸

ク
口し

は
八円
フ
手
の
一
月
十
囚
目
、
ム
中
旬
、
一
パ
か
第
河
川

水
草
公
園
か
い
コ
摩
川
爪
マ
来
マ
、
い
同
L
に

放
す
れ
ま
ー
に
た
。

J
A

小
柄
王
〉」十今、

vh＋
と
花
守
、
つ
フ
、
年
白
斡

寸

タと
人

王
）まえ
lci え

よY
ft¥. 

一
月
十
穴
日
へ
日
）
の
こ
と
白
と
の
日
は

y
m白
谷
、
品
中

l干
潟
ク
リ
ー
ャ
作
戦

の
目
だ
っ
た
。

十
二
時
墳
干
潟
、
に
行
方
、
告
寸
布
の

黄
色
川
ハ
、
ヲ
ム
ノ
の
核
予
望
遠
鏡
、

野
妻
、
の
看
板
ぷ
ど
の

。
七
り
／
渥
具
。

を
桶
、
入
た
。
丁
夜
、
十
来
県
幹
鳥

め

Aえ
γ
」
イ
寸
高
木
の
一
寸
潟
左
、
守
マ
o
八円
え
か

観
一
潔
A
A＋
と
出
町
り
マ
り
た
。

引い

V

」
し
き
り
L

て
観
察
会
が
終
っ

た
の
で
よ
L
、
ぞ
う
い
り
だ
ヲ
う
γ」
田
川

倉＇I主
1司円4-.12..CJ 

豊

原
一
晩
観
察
＼
L
設
け
て
U
3
0

〈
戸
ア
は
す
る
リ

仲
良
く
ぶ
り
、
二
羽
・5
建

A
Yっ
マ
潟
ず
ま

わ
リ
、
み
人
ぷ
の
自
の
ゾ
前
で
庁
、
ν
を
つ
い
勺
川同人一い

け

3
。
ミ
ホ
か
パ
コ
ぎ
湿
命

J

く
同
え
や

J

り
＼
是
非

ヒ
ア
η
誕
え
を
尚
一
人
現
ヤ
＼せ
ま

L
K
う。

っ
て
大
林
田
は
作
業
販
に
者
替
え
、
干
潟
の
中

へ
潟
ス
宍
ー
さ
く
リ
会
L
寸
行
っ
た
。

す
3
と
す
ぐ
に
、
観
突
会
に
冬
加

llL3た

戸

i

－

1

ー
小
争
T

生
の
ゲ
ル
ー
プ
ヂ
叫
ん
が
円
。
寸
奇
恥

l
川、

γ
ヮ
ー
と
で
ね
門
ヤ
フ
マ
ん
刊
に
よ
ゐ
！
っ
／’
L

、
J
Cん

を
L
、
れ
え
｜
沙
よ
み
｜
つ
／
’
し
V」

D

士官／の、調み

かい
7
l
マ
、
ず
い
円
ノ
ず

フ
寸
い
り
マ
ヴ
ご
と
か
斗
？
ぐ
ー
の
が

つ
た

b

拾
フ
マ
い
り
3
4
A
は
＼
面
制
ノ
白
訊
八
り
が
い
っ
黙

づ
て
り
た
。
と
t
L
た、う
γ
ー
の
出
i

の
一人
か

叫
ん

か
～
の
で
志
句
会
。
っ
ち
ゐ
｜
川
、
そ
の
ま
ん
ま
蒸
っ

こ
ぢ
て
変
人

b
ま
、
「
ん
！
っ
／
f
L

X
。
v
h
L
L

マ

皆
ん
ふ
タ
人
フ
て
り
た
。
ト
ρ
人
格
り
か
ノル
ー
プ
穴
っ

た
す
、
ぅ
、
先
生
芝
川
4
h

ヘ
今
を
知
れ
ぷ
け
。

．，．
A
h
7

友
会
フ
た
いh
ノ台
、ν
タ
を
喰
ゲ
め
す

司
J

e

－

－



く
遊
ん
だ
。
そ
の
幼
い
こ
ろ
の
思
い
安
王
げ
る
怒
臭
に
思
わ
ず
息
を
止
め
4

現
れ
る
1

瓢
臭
が
消
え
て
ゆ
く
。
確

出
を
呼
一
び
お
こ
し
た
の
が
四
十
九
年
て
い
た
」
と
い
v

つ
。
’
か
に
干
潟
は
生
を
て
い
る
。
人
聞
が

に
新
聞
に
蹴
っ
た
一
枚
の
写
真
だ
つ
し
か
し
、
ゴ
ミ
を
取
り
除
け
ば
数

た
。
湖
潮
時
の
谷
間
平
潟
の
写
真
と
週
間
で
ゴ
カ
A
や
カ
ニ
の
住
む
穴
が

「
な
く
な
る
？
谷
間
干
潟
」
の
見
出
．

し
が
目
に
入
っ
た
o

d

－

－
－

‘

，

す
ぐ
に
干
潟
に
足
を
運
ん
だ
森
田
噌
唱
週
刊
A
F

さ
ん
は
、
ゴ
ミ
に
坦
も
向
汚
れ
き
」
ト

V阻
唱

っ
た
干
潟
を
見
て

2
目
が
な
つ
か
し

・
・

－

ie

く
な
る
の
と
岡
崎
に
干
潟
が
す
ご
く

a

－

‘か
わ
い
そ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
一

千
潟
を
守
る
運
動
を
始
め
て
い
た
－

「
野
鳥
の
合
「
千
紫
の
干
潟
を
守

る
舎
に
入
会
、
観
祭
会
な
ど
に
鯵

加
し
始
め
た
。

羽
が
羽
そ
休
め
る
。
虫
夏
目
の
一
時

一一一一一一一一

期
を
の
ぞ
き
、
磁
臭
も
ほ
と
ん
ど
消

見
事
に
息
吹
き
返
す

え
た
。

習
志
野
市
谷
間
三
丁
目
、
興
合
部
「
平
潟
を
守
る
会
」
「
野
鳥
の
だ
が
、
豆
菌
、
ち
っ
と
も
お
も
・

巡
闘
の
南
側
、
組
め

i
l
l
i
l
l
i
b－
－
I
l－
－
ト
l
卜
1

1

1

1

ι

し
ろ
く
低
か
っ
た

立
て
地
に
凶
ま
れ
た
蝿
輔
醜
醐
闘
暗
唱
胡
醐
暗
唱
市
岨
咽
臨
岨
道
端
端
輔
m醐
翻
醐
眠
臨
酷
闘
し
、
何
か
巡
っ
て
い

約
四
十
か
の
水
面
が
醐
翻
輔
瞳

Z担
損

・

囲

戸

喝

露

踊

る

よ

う

に

思

っ

在

谷
部
乎
潟
で
あ
る
。
間
醐
醐
醐
臨
醐
掛
融
拙
摺
踊
酪
醐
園
開
惨
駒
臨
醐
融
描
艶
臨
器
四
こ
と
か
ら
「
干
潟
の

四
十
年
代
の
組
め
立

・

立
場
に
な
っ
て
、
予

て
鍛
巡
の
あ
ら
し
の
中
で
、
す
で
に
会
」
「
谷
間
干
潟
友
の
会
」
な
ど
自
潟
が
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
何
か
そ
考

回
調
地
と
な
っ
て
い
た
た
め
組
め
立
然
保
灘
間
体
な
ど
の
干
潟
を
守
る
迎
え
た
」
う
え
で
、
と
に
か
く
干
潟
に

で
を
ま
ぬ
が
れ
た
。

・

動
が
あ
っ
た
結
果
だ
が
、
そ
の
中
で
倣
っ
た
ゴ
ミ
を
取
り
除
こ
う
と
決

・
f
型
八
年
弱
京
完
全
に
組
め
「
谷
間
干
潟
繁
務
窪
芭
代
表
の
意
、
た
っ
た
一
人
で
泥
に
挑
み
始
め

立
で
ら
れ
た
こ
す
っ
の
干
潟
し
か
知
ら
森
田
三
郎
さ
ん
2
5
H凶
志
野
市
谷
た
q

な
い
人
に
は
今
の
干
潟
の
資
は
備
b

輔さ

τHの
働
告
は
呉
彩
を
放
っ
。
文
窓
草
ム
」
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
ゴ
ミ
を
拾

ら
ね
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ジ
ギ
や
字
ど
お
り
徒
手
空
拳
、
た
つ
だ
一
人
い
始
め
た
が
、
ガ
ラ
ス
や
鉄
ク
ズ
で

；サ
ギ
が
え
さ
を
つ
い
ば
み
、
ュ
リ
カ
で
干
潟
の
泥
に
ま
み
れ
、
千
潟
を
守
．
す
ぐ
に
破
れ
る
。
ゴ
ム
ひ
き
の
軍
手

モ
メ
や
カ
モ
が
人
の
投
げ
与
え
る
パ
っ
て
ぎ
た
。
や
土
の
う
用
の
麻
袋
を
買
っ
た
。
ゴ

シ
切
れ
に
群
が
る
。
糊
潮
に
は
ボ
ラ
，

森
田
さ
ん
は
船
橋
の
生
ま
れ
。
小
ミ
を
運
ぶ
一
愉
車
、
ロ
l
プ
も
買
っ

が
泳
ぎ
、
干
潮
に
は
カ
ニ
が
顔
そ
出
さ
い
こ
ろ
、
近
く
に
あ
っ
た
「
ふ
か
た
。
石
や
ガ
ラ
ス
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

す
l

M

撞
畑
に
は
冬
鳥
五
千
1
一
万
ん
ど
」
（
現
在
の
谷
間
干
潟
）
で
よ
を
拾
い
上
げ
る
と
詞
の
シ
ン
を
突

TミししまクDグ交ノ宅リココ そこ

・2．
 

－

－
 

．
 

．．
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埋
め
立
て
地
の
中
に

メ
／ 

ヒ
ナ
の
、
一
誕
生
タ、

日
え
た
リ
マ
す
ー
巾
、
ス

苗
一
す
で
す
わ
、
ス
｜

そ
う
で
す
、
？
た
ん
で
す
ノ
。

一
時
墳
。
市
内

一
月
社
日
（
ホ
〉
、
牛
後

、認

L
た
の
は
、
毎
日
干
潟
に
川
、
ν

我
山
リ
に
未
寸
り

3
若
松
ぺ

回
均
の
、
l

小
林
音
寸
子
守
ん

ど
旧
対
日
出
子
守
ん
。

ユ
ク
ナ
ョ
ウ
の
と
℃
は
、

日
木
馬
つ
為
的
会
・
十
葉
県
十
又

都
に
教
え
マ
を
い
つ
り
ま
L

野烏の楽園あと
森田さんらの苦闘で、干潟の番人、

少
し
手
を
貸
し
て
あ
げ
れ
ば
、
干
由
同
感
さ
れ
た
。

／

は
息
そ
吹
出
口
返
し
て
ゆ
く
こ
と
が
笑
五
十
二
年
、
環
境
庁
が
干
潟
也

内
ケ
マ
じ
ゅ

け
フ
乙
、
フ
同
え
栄
、
勺
ん
か
す
玄
ん

で
す
よ
。
素
敵
で
す
よ
。

y
l
J

フ
山
内
川
、
今
、
一
伎
干
潟
町
ノ
そ

ば
に
A
A
立
小

7
8

回
貨
に
芝
、
是
非

↓
血
り
て
く
れ

3
ょ
う
、
公
団
に

み
特
り
l
k

マ
み
ょ
う
か
d
Lに
ノ
。

と
、
住
宅
・
都
市
盤
備
公
団
が
十
二

号
棟
に
は
こ
匹
の
カ
ニ
が
そ
れ
ぞ
れ

械
の
壁
面
を
治
一
り
替
え
た
昨
年
十
二
縦
十
四
阿
川
、
横
八
討
の
淡
い
ク
リ
1

月
、
遊
び
場
に
戸
uた
二
棟
に
描
い
ム
色
の
監
に
描
か
れ
て
い
る
。
埋
め

習
志
野
た
。
公
団
で
は
県
内
初
の
試
み
で
、
立
て
地
の
団
地
で
あ
る
と
と
か
ら
、

団
地
の
側
壁
に
カ
モ
メ
が
飛
び
、
六
十
一
一
概
全
部
の
出
血
が
塗
り
替
え
ら
海
に
い
る
生
物
そ
取
り
上
げ
た
。

カ
ニ
が
戯
れ
あ
け
写
真
。
こ
ん
な
昧
れ
る
予
定
の
六
十
二
年
度
ま
で
に
＝

3
5
2＝
5

の
あ
る
ウ
ォ
l
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
は
、
さ
ら
に
品
川
の
蝕
な
ど
そ
描
く
ζ

が
習
志
野
市
袖
ケ
浦
三
丁
自
の
制
ケ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
三
l
七
l

繍
団
地
に
登
拐
し
た
。
無
昧
乾
燥
な
六
号
機
に
は
青
い
海
の
上
そ
飛
び
交

団
地
風
景
に
柔
ら
か
な
雰
囲
気
そ
う
三
羽
の
カ
モ
メ
が
、
三
｜
七
l
ニ

ほ
t
d
3
3
3虫
、
丈
記
t
3
3
3
5民
〈
だ

壁
面
に
カ
モ
メ
と
力

北
九
。

か
の
公
園
訣
に
を
組

談
L
て
み

τっ
さ
り
で
す
。

且
r八
北
汁
L

成
巧
マ
セ
t
l
L
J
＼フ。

－

H
0
・日

執
日
ム
新
聞

ヘ
「
鳥
獣
保
灘
区
民
と
す
る
方
針
を
打

ち
出
す
。
五
十
四
年
、
森
田
さ
ん
ら

と
の
話
し
合
い
で
県
企
業
庁
が
ゴ
ミ

の
収
集
、
干
潟
周
辺
緑
地
の
保
全
な

ど
に
協
力
を
約
束
。
五
十
五
年
、
地

級
住
民
も
多
加
し
て
谷
間
平
潟
ク
リ

i

l
ン
作
戦
が
始
ま
る
。
同
年
1

湾
岸

道
路
建
設
工
事
中
の
大
手
一
建
設
会
社

作
業
員
ら
か
ら
、
大
劉
ゴ
ミ
搬
出
の

協
力
申
し
入
れ
、
そ
れ
以
来
週
↓
回

二
年
半
に
わ
た
っ
て
霊
機
を
使
っ
た

粗
大
ゴ
ミ
の
回
収
が
行
わ
れ
る
i
。

一一一一一一一一

水
上
公
園
化
が
進
む

干
潟
は
み
ち
が
え
る
ほ
ど
を
れ
い

に
な
っ
た
。
そ
し
て
五
十
九
年
十
一

月
、
八
怠
震
防
止
事
業
団
が
干
潟
務
き

む
一
織
を
「
多
目
的
緩
衝
緑
地
」
と

し
て
銀
側
、
干
潟
は
国
殴
鳥
獣
保
制
限

区
と
し
て
水
夫
自
に
す
る
針
闘
が

ま
と
め
ら
れ
、
現
在
、
関
係
省
庁
の

制
監
が
巡
ん
で
い
る
。
・

「
干
潟
は
病
人
で
す
。
臨
床
的
に

本
来
の
干
潟
の
繊
能
を
高
め
る
よ

う
、
人
闘
が
手
を
入
れ
て
ゆ
か
な
M

れ
ば
」
。
森
田
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

も
干
潟
の
，
務
入
e
に
徹
し
て
ゆ
く

だ
ろ
う
。

野
鳥
が
舞
い
、
ヵ
ニ
が
生
息
す
る

谷
津
干
潟
。
東
京
湾
岸
の
オ
ア
シ
ス

と
し
て
多
く
の
人
に
親
じ
ま
れ
て
い

る
が
、
こ
の
保
全
に
は
森
閑
さ
ん
ら

の
泥
ま
み
れ
の
苦
闘
が
あ
っ
た
U叫
闘

志
野
市
谷
樽
三
T
白
で

R 
10 
B 

サ
レ
グ
ベ
j

新
聞
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来.x湾
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イ＼

「 ｜

1q3s年幕張足立見

才3S8号 斗
キ
ア
務
局
0
4円
4
・
引
・
円
C
つ
6
d
l
料
、
双
子

谷
津
干
潟
愛
護
研
究
会
一

mw
一
I
q

〒
日
明
日
心
昨
川
市
小
一U
市
三
よ
コ
h

了
十
二
年
一
ぽ

需
品

O
問
七
四
！
日
1

五
O
四
四
一
時
間
六
一
リ
除

e
K
3
a
R｜
一

A
玄
一
倉
午

森
田
一
一
二
町
一
三
一
メ
／

す
〈
土
貝

/q36. 2. 4 

77 
233• ・

19 
71・
67 
238・
163 
542* 

来7末湾

計

4,876 
12,955・

764 
2,173・
2,377 
6,562・
8,017 

9 ’,;qo• 

コチドりシロチドP
コ寸レリ

2 
8米

三ロナレ＇）

32 
°1 I -t 

コア？？？
ユワ
可6米

と
の
、
調
査
は
、
昭
和
回
年
今
、
う
毎
牛
調
査

llt コアジサシ・シロチドp・2 チドPの巣卵n.1976年4JJ 
10日～8月20日調査.3空中の上段It巣の数を．下段l主卵のn
〈・〉印を示す．

I 2アジサシ
狸立地 ｜ 

幕張・
京禁法

竺 j
お酉 1

~ 

L
マいり
3
。
埋
め
主
マ
刻
、
句
、
回
〈
か
－
7
Y」一砂の

替
寸
ず

A
T
一
く
ゑ
り
か
、
又
は
少
し
し
か
去
り
秒

漢
の
よ
、
フ
る
祈
山
東
4
y
」作

3
0

三
号
γ
」
芝
、
脚
で
均
面
に
く
守
州
、
4
y
」
握

y
、

角
ノ
ル
／
の
差
ご
〉
ノ
7
よ
め
れ
、
回
ハ
か
『
ア
き
敷
川
マ
仰

を
す
A
む
。
コ
ア
刊
一
／
サ
『
『
／
主
『
『
J

口
斗
J

いいリば一『一つ。

コ
チ
い
リ
は
内
一
づ
。

平
は
八
公
く
偽
札
、
わ
ず
、－又

市
守
一
瓜

y
ム
キ
ム
A
L
で
あ
30
砂
山
日
明
や
強
風
、
大

雨
で
V
し
ず
れ
小
ゐ
山
引
に
ふ
っ
マ
花
り
マ
り
る
。

↓
糸
鮎
民
の
知
奇
心
が
、
丸
パ
士
隠
す
J

汁
寸
無
川
の

で
、
ム
是
ま
山
川
マ
サ
、
う
ト
ホ
／
す
ム
ム
す
の
す
早
川
。

． 
． ー．－．

＼大

2,508 
7，お8・
531 

1,524• 

1,063 
3,049・
4,102 
11,911・

ノーー

2,291 
5，お4・
214 
578・
1,247 
3,275・
3,752 
9,237・

4
A
 

十
l

，ーに
d

よ＝ロ

6
円，

一＼

特
J
K
、
一
台
す
い
リ
γ
」
コ
ィ
寸
い
リ
は
日
寸
〈
、
左

ま
れ
て
す
、
う
ユ
！

3
時
同
で
、

VL
、
つ
国
寸
り

ス
川、

i
い
で
ホ
J

叶
ノ
4
z
h
v
リ
c

人
ヤ
六
九

d

来
マ
ミ
、
H
L

タ
リ
v
～
処
面
に
仏
1
4
7
0
加
校
外

U5
エ
ワ
ロ
全
く

さ
ト
〉
わ
る
い
り
の
踏
ま
小
－
（
芝
、
寸
声
ノ
す
い

h

ノ
主

τるり。

タ
百
一
極
の
、
広
大
ぷ
思
め
立
一
（
片
」
の
せ
州
、
流
た
7δ

也

104ロ
げ
口
｜
i

、
同
」
口
守
口
｜
ウ
ヒ
鳴
き
わ

た
3
Y
の
士
戸
は
、
ヤ
す
7
k

会
決
す
マ
ヴ
己
沙
コ
口
一
一

ー
の
運
〈
枯
げ
の
、
束
、れ
で
悲
L
川
、
訴
え
ず
ー
1

1

0

協
加

ωι斗
の
、

q
Hノ
の
者
ー
巣
と
、
調
査
は
＋
め

つ
け
る
り
昔
亦
切
れ
た
コ
た
。
四
取
盆
期
に
末
夫
ヘ台

風
の
為
、
殆
ん
ど
水
γ
」
了
、
ど
で
全
滅

L
「

L
L
去

フ
丈
八
。

今
34
ー
さ

4
月
下
旬
よ
り
調
査
l
ま
す
。
消
滅
寸
ノ
三
削
に
是
非
見
マ
去
り
マ
下
マ
り
。

図2 J?-:Jl1f/lJ・幕湿地区における・ンロチドり・コチドり・コアジサシの

営We個所 (1点、がl巣を示す）
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十
ュ
、
ゥ
ヒ
の
杢
J
M
Rー
で
す

1
月
訪
日
め
干
潟
の
上
、
空
ト
ヘ
、

2
Tり

イ

7
i
、
ヮ
ヒ
か
波

回

L
G
サ
ド
コ
告
人
で
い
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
V
」
毎
舛
う

よ
う
に
た
市
川

r
G
かい』ノ、

V
L
m
つ
鋭
い
目
γ
獲
物
を
枝

L
「

J
3
の
で
す
。
団
応
ず
七
民
け
爪
問
、
怠
降
下
L
7＼
木

引
八
＼
＼
＼
か
ふ
色
－
w
を
つ
か
九
で
ゆ
ノ
ヘ
決
7

へ
ゲ
目
ん
じ
ノ
れ
マ
げ
で

L
ょ
う
。
毎
年
久
、
に
は
、
と
の
作
、卜
H
L

ヤ
ベ
7
ョ
ウ
ケ
、
ν

府、コ＼＼＼＼＼＼百
八
ク
の
猛
禽
類
か
一
獄
陶
飛
で
＋
才
、
ま
斗
？
。

主
時
め
カ
に
支
え
い
「
，
ノ
れ
7
L

m十
J

宣
ハ
は
、

1
月
砕
日
ヘ
川
八
）
の
主
砲
叩
の
為
の
ク
リ

｜、
ゾ
作
品
判
。
斗
パ
山
町
田

目
の

g
mノ

0

八泊
ブグ、

u
tノぽ
ん
、
束
、
マ
ヶ
厳

l
リ
時
。
ご
の
日
さ
、

う
斗
7
9
ど
ん
よ
り
と
曇
で
ノ
マ
L

い
り
ま
L
た
。
ゑ
y

加す一
A

は
、
か
仏
社
代
寸
ん
、
白
白
川
ざ
ん
、
本
営
で
ん
、
4

小
林
回
勺
4
1

入
。
ゴ
ミ
は
ゆ
袋
と
、
一
輪
車
2
ム
口
分
。

主
符
す
ま
あ
り
の
コ
ミ
ふ
と
拾
フ
マ
く
仏
川
づ
み
の
で
、
盟
戸

は
ν
T
の
〈労
、
干
潟
め
中
m
j
y
＼
＼
＼
や
と
拾
、
ご
ヘ
白
内
？
す
よ
。

ク
ム
小
物
た
る
リ
キ
ホ
寸
よ
う
に

ひ
ょ
フ
γ
」
（
た
い
勺
ノ、

コ
サ
コ

γ
」
ク
口
は
、
ふ
本
当
に
古
木

亨
」
作
3
吟

J
E
知
れ
な
け
。

央
ほ
と
の
と
こ

3
、
ク
ム
j

州
ハ
乙
で
花
れ
た
ヨ
こ
ど
と

拾
っ
た
り
、
、
互
フ
マ
り
三
子
シ
を
く
わ
、
ぇ
－
て
は
折
っ

た

y

L
寸
い
川
三
め
で
十
7
0

ア
ヒ
ル
ほ
現
に
、
伝
達
が

J

J
小

均
J

ん
ど
色
却
し
と
危
介
け
た
宇
宙
穴
め
ヨ
乙
野
に
、

ム
ア
ム
地
収
支
＼
ヌ
、
ロ
個
程
の
仰
を
注
入
で
あ

J3
の
で
す
。

と
の
え
、
比
百
ん
ふ
で
注
者
ゐ
L
7
L
同
λ

づ
に
い
り
き
ま
L
L
f
つ。
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志
野
市
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津
＝
了
二
五
1

十
一
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電
話

O
四
七
回
！
日
｜
五
O
四
四

q
x
ハυ門

ー
ヌ
吾
ペ
木
林
田
三
郁

J 35q号

山
川
V

ハ同
l

m一
立
つ
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h

年一

1

3
f
、一

4』

会
石
川

ぷ
令、

り
、
次
片
／り
と
た
れ
下
フ
て
り
ま
斗
4

ノ。

ノ
リ
は
、
杭
ヤ
一
ゐ
、
七
モ
材
l

、流れ、づ
L

来
た
枠
内

れ
枝
、
ア
ミ
伏
の
袋
、
G
ど
に
話
匂
川

T
玄回〔．フ
7
、り

ま
↓
う
。

ノリ芝見7ミ＼ ）方は、森田か、東内します。

干
潟
の

ml
央
部
？
を

会
員
の
み
な
下
ん
、
う
れ

l
川
ご

と
に
、
谷
津
干
潟
い
に

ノ

リ
ゲ
発
生

l
L
令
《

i
L
十に・

0

ど
L

う
で
す
J

、
あ
の
公
火
、
川
、

3
1
ノ
リし

で
す
。
正
実
正
銘
の
ぎ
の
γ
す
。

昨
年
の
ほ
h

月
内
末
、
ま
た
ほ
ん
の

小
マ
ふ
さ
の
を
目
ん
つ
け
ま

L
た
。
そ

し
て
そ
の
徴
、
ず
う
｜
フ
と
鮮
明
、
子
左

足
殺
け
て
り
た
の
で
す
。

八ハ
フ
は
た
り
ぷ
生
主
K
L
7
L
大
キ
＼
く
な

り
、
長
マ
ゆ
肌
ぐ
い
う
り
の
き
の
を
や
め

〉
ゆ
然
、
腐
を

潟
ス
キ
ー
は
滑
ゴ

つ
り
マ

少
年
の
久
、
は
、
わ
い
と
き
わ
尽
か
冷
た

く
殿
内
、
い
、
う
れ
ま
斗
う

D

A
ケ
ム
口
貝
の
み
ふ
で
ん
に
点

3
ク
リ
｜
、
ν
作

験
、
大
、
変
局
敷
く
田
川
っ

τみ
り
ま
す
。

ゐ
介

Jrで
、
田
芳
子
は
干
潟
の
血
ー
の
ゴ
ぐ
＼

左
仏
旬
、
フ
の
に
、
り
？
、
っ
か
ν

人
で
引
っ
ぽ
り

A
A
－
－
、
た
り
、
確
り
A
A
L

た
り
す
玄
め
に
、

す
ぶ
り
の
精
カ
γ
」
時
向
4

と
づ
ず
込
め
3

ょ
う
い
い
る
り
ま

L
た。

自
に
つ
く
コ
ミ
は
、
拾
、
ス
ば
す
ぐ
わ
す

ピ
ー
と
は
、
去
年
の
奇
夜
以
来
、
M
L
～

7
ル
A
Y

－『／l
卜

類
、
↑
泊
や
州
沖
～
さ
ホ
た
流
木
、
力
、
ν
、じ、
ν
、
特
．
に

いフ

L
リ
γ
～いりて
ノ
ん
る
さ
の
に
来
に
ふ
て
d

程

サ
ラ
み
つ
U

た
、
＋
八
日
互
の
釣
り
糸
な
？
を
拾
っ
て

を
た
、
所
で
す
。
宙
人
に
、
ム
フ
只
の
け
臼
に
は
、
干

潟
の
中
止
人
」
坪
で
芝
、
木
の
村
々
に
発
生

L
づL
りゴ

の
を
目
ん
つ
け
ま
し
た

D

ど
う
で
す
が
、
み
る
下
ん
。
来
牟
は
干
潟
に
、

ー
ノ
リ
ヌ
し
で
芝
、
立
て
ま

L
ょ
う
ず
げ

カ＼

ク品
I東
な宝I

J オ

才 Z
Jを
勺 K
L 公
Yこ l
j着 l:
菅 L
えて
て｛ ？
を λ

すシ
結果かわち＇否の）京、まあ、本にるつ τかヲでしょう。

り
、
人
は
、
1
き
れ
い
川
に
る
っ
た
ふ
ぁ
L

V
L

、～一白り

ま
す
。
で
也
、
小
山
ヨ
は
、
χ
（
の
何
倍
ぎ
の
プ
ミ
ゲ
、

自
に
は
日
丸
、
寸
ん
ま
せ
ん
す
午
潟
の
中
に
月
一
そ
れ
、

隠
』
マ
ホ
－
C
M
3
の
で
↓
う
よ
ー
l

l

o

y
れ
？
の
ブ
ミ
は
、
す
刊
に
ゐ
h
、
、
爪
初
予
い
ロ
ヂ

士へ
く
マ
ん
着
－
U
マ
り
マ
、
Y
」て
FL
よ
寄
一
り
の
で
す
。

干
潟
の
ま
わ
り
？
上
の
乾
い
り
た
ぎ
の
上
り
さ
、

聞
い
仏
ど
築
拾
う
め
に
、
少
ぷ
く
と
芝
ゆ
倍
爪

上
の
労
カ
と
時
向
か
今
ヂ
り
ま
十
7
0

ν
t
爪
た
り
で
尽
く
、
ぞ
う

メ
ナ
ャ

ク
ム
ノ
ャ
に

汚
A
Z
めで、

Y
の
用
金
日
川
V

」
後
始
末
、
洗
濯
る

ど
す
盃
例
く
↓
ぐ
り
の
ふ
ん
の
フ
ウ
L
／
／

お
月
ス
ミ
ー
に
よ

3
ク
リ
ー
ル
作
戦
は
、
旧
遊
園
前
面
に
マ
、
決
ま
み
臥
で
夜
肉
L
つ
よ
十
三
4
ノ。
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旬

と
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L
7
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ヤ
り
た
い
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ず

寸

｜
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l

お
お
お
、
ま
た
出
で
と
作
っ
て
卵
を
産
ん

い
？
っ
た
。

L
ょ
う
す
れ
’
え
ぷ
十
句
、
介

J

わ
い

wyう
広

戸
尽
か
し
ナ
フ
ア
フ
よ
？
の
し
。
私
た
て
ノ
、
そ
ん
志
気
持
ふ

人
で
斗
？
。

寸
ふ
が
ん
む
色
勾
し
mv
ヨ
『
『
／
院
つ
の
中
に
、
八
円
ア
ゼ
内
容
巣

L
マ
U
3
0
ふ
中
の
漁
怖
凡
課
の
八
が
、
ま
わ
り
に
散
い
つ
ぽ
つ

づ
k

り

3
卵
を
、
鳴
子
町
中
に
り
フ
ば
い
り
拾
い
り
ま
L
た。

干
潟
を
す
わ
り
か
ゥ
マ
ー
の
・
．

こ
の
と
と

3
干
潟
に
は
、
え
く
の
治
J

於
令
、
う
児

童
十
九
九
十
フ
ガ
知
旬
、
突
に
来

3
よ
う
に
与
り
ま
L
た。

治

J
M当
γ
A
W
一
ヤ
争
年
半
、
企
で
す
や
／
ベ
ー
y
u
o

y

h
vL
か
ケ
ラ
？
？
三
ケ
＼
一
止
。
、
の
ゲ
ル

l
ア
ず
ノ
ー

ト
と
勺
、
レ
を
待
フ
て
。
で
吉
、
ま
刊
に
、
が

J
q

め
り
そ
う

ふ
ミ

x
k
、
作
吹
い
う
を
ふ
へ
け
入
ル
町
三
称
、
、
夜
γ
〕ハ円、っす、

無
～
数
刀
が
会
来
て
る
り
の
で
↓
7
0
ー
ご
め
ん
わ
念
た

ち
、
認
し
、
フ

L
ぽぃヘ
ノく
宍
慢

L
7
k
h
lー
ー

L
。

避
難
の
為
に
来
た
の
で
〔
よ
フ

そ
れ
は
、
昨
年
の
児
月
の
あ
吉
田
の
と
Y
L

で
L

o

た
o

y
（
の
日
は
と
そ
吉
岡
崎
の
強
り
臼
で
、
干
潟
の
り

水
面
に
は
波
ヂ
白
く
ふ
っ
て
立
フ
寸
り
た
。
し

川
フ
さ
の
よ
う
に
、
ケ
ν
の
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＋
と
枝
川
リ
に
子
吋
し

潟
代
行
フ
た
い
う
、
ぎ
の
す
ご
り
教
の
ユ
リ
カ
モ
メ
の
リ

大
群
グ
自
に
入
っ
た
の
で
す
。
川
、
ν
を
食
だ
来
3

寸

時
の
や
ず
ま

L
下
で
、
話

t
沙
問
、
ぇ
ぷ
川
の
で
す
o

f

ノ

キ
＼
フ
工
、
束
、
一
口
小
湾
ナ

5
能
人
で
未
た
の
で

L
ょ
え
れ

波
や
風
の
今
ノ
A
り
谷
本
－
T
、
潟
司
、
ぎ
っ
て
、
色
。

k
v
J
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谷
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干
潟
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ノ
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が
A
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A
3
忍
人
マ
、
ウ
ッ
、
み
た
い
り
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固
化
つ
マ
玄
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で
し
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品
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守
J
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ク
リ
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心
件
以
軌
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碓
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す
3
A
遣
に
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っ
て
と
う
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づ
き
の
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、
大
工
、
、
ふ
力
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励
ま

ー
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、
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l
マ
尉
勺
め
は
あ
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ま
せ
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干
潟
芝

、
小
十
二
で
い
り
v
b
プ
々
を
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に
清
旬
何
1
1
て
ゑ
、
リ

ヤ
f
A
町
斗
司
ノ
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寸
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潟
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と
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潟
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、
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＋
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句
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＋
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介
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